
午後の部 (伝送交換)平 成 １ ９ 年 度 第 ２ 回
専門的能力・電気通信システム電気通信主任技術者試験問題

注 意 事 項
１４時２０分１ 試験開始時刻

２ 試験種別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

１５時４０分「電気通信システム」のみ １ 科 目

１６時００分「専門的能力」のみ １ 科 目

１７時２０分「専門的能力」及び「電気通信システム」 ２ 科 目

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試 験 問 題
試 験 種 別 試 験 科 目 申請した専門分野

第１問 第２問 第３問 第４問 第５問 ペ ー ジ

伝 送 伝１～伝14８ ８ ８ ８ ８

無 線 伝15～伝28８ ８ ８ ８ ８

伝送交換主任技術者 専門的能力 交 換 伝29～伝42８ ８ ８ ８ ８

デ ー タ 通 信 伝43～伝57８ ８ ８ ８ ８

通 信 電 力 ８ ８ ８ ８ ８ 伝58～伝69

電 気 通 信 専 門 分 野 に
問１から問２０まで ２０ 伝70～伝73

シ ス テ ム かかわらず共通

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。(1)

受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。(2)

生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの｢０｣もマークしてください。(3)

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。(1)

｢専門的能力｣は薄紫色(左欄)、｢電気通信システム｣は青色(右欄)です。

い｡(2) 解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてくださ

ので、使用しないでください。① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されません

二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。② 一つの問いに対する解答は一つだけです。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

(3) その でください。免除科目がある場合は、 科目欄は記入しない

(4) 、あなたが ( と略記)を○で囲んでください。受験種別欄は 受験申請した伝送交換主任技術者 『伝 送 交 換』

(5) ､ のうち、あなたが を○で囲んでく専門的能力欄は 『伝送・無線・交換・データ通信・通信電力』 受験申請した専門的能力

ださい。

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

７ 登録商標などに関する事項

(1) 試験問題に記載されている会社名又は製品名などは、それぞれ、各社の商標または登録商標です。

(2) 試験問題では、 及び を明記していません。® ™

(3) 試験問題の文中及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号

(控 え)

(今後の問い合わせなどに必要になります。)
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試 験 種 別 試 験 科 目 専門分野

通 信
伝 送 交 換 主 任 技 術 者 専門的能力

電 力

問１ 電力系統における課題と対策などに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、電力系統における課題について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に

最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号

は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

高周波スイッチング回路などを使用する通信用電源設備などの増加に伴い、これらの機器か

ら発生する (ア) 電流により電力系統に電圧 (イ) が発生し、トランス、コンデンサ、

リアクトルなどが加熱・焼損することがある。また、等価 (ウ) 電流の増大により発電設

備が停止することもあるため、抑制対策が必要となる。

機器から発生する (ア) 電流の波形は、商用電源の基本周波数に対し、整数倍の周波数

の成分を含んだ (イ) 波形となることから、抑制対象とする (ア) の次数は、一般に、

第 (エ) 次までのものとしている。

<(ア )～(エ)の解答群>

① １０ ② ２０ ③ ４０ ④ ７０

⑤ 逆 相 ⑥ 放射ノイズ ⑦ 放 電 ⑧ く 形
．

⑨ 漏えい ⑩ ひずみ ⑪ のこぎり ⑫ 制 御

⑬ 高調波 ⑭ 伝導ノイズ ⑮ 地 絡 ⑯ 短 絡

(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

高調波抑制対策の概要について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) であ

る。

＜ ＞(オ)の解答群

① 高調波抑制対策については、電気・電子機器の高調波電流の発生量を抑制する対

策と、需要家構内から配電系統への高調波電流の流出量を抑制する対策がある。

② 高調波電流の発生量の抑制において、３００ Ｖ 以下の商用電源系統に接続して 

使用する定格電流２０ Ａ 以下の電気・電子機器の場合は、ＪＩＳにおける電磁両 

立性(第３－２部：高調波電流発生限度値)の規格が、一般に、適用される。

③ 高調波電流の流出量を抑制する対策としては、高調波電流の発生量の少ない機器

を採用するとともに、直流リアクトル付き低圧進相コンデンサの採用、高調波電流

を抑制するフィルタの採用などがある。

④ ｢高圧又は特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン｣の対象とな

る特定需要家は、施設する高調波発生機器の等価容量の合計が、受電電圧６.６kＶ

系統では５００ kＶＡ を超える場合である。 
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(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

需要家構内での高調波抑制対策について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 高調波抑制対策としては、同一の高調波成分が流れる２回路を、変圧器の巻線を組み合わ

せて３０度の位相差を持たせることにより、第５次、第７次などの高調波電流を抑制する、

変圧器結線の多パルス化が有効となる。

Ｂ 高調波抑制対策としては、特定の高調波次数に対し、共振するようにコンデンサとリアク

トルの直列回路を構成することで低インピーダンスになるようにし、高調波電流を抑制する

アクティブフィルタが有効となる。

Ｃ 高調波抑制対策としては、機器から発生する高調波成分に対し、逆位相の電流波形を供給

して相殺することにより、高調波電流を抑制するパッシブフィルタが有効となる。

＜ ＞(カ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電力系統における瞬時電圧低下について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ)

である。

＜ ＞(キ)の解答群

① 電力系統を構成する送電線への落雷や飛来物などにより、短絡、地絡などの故障

が発生した場合、遮断器などで故障箇所を切り離すまでの間に、電圧ゼロの状態が

短時間継続する現象を瞬時電圧低下という。

② 電力系統を構成する送電線などでの故障による瞬時電圧低下の継続時間は、一般

に、２７５kＶ系では０.１～２秒程度、６.６kＶ系では０.０７～０.３秒程度であ

る。

③ 停電や短絡事故などによる系統電圧の低下を検出して設備を保護する過電圧継電

器は、その整定時間が短いと瞬時電圧低下により動作することがある。

④ 瞬時電圧低下の対策として、電力系統側では、架空地線の多条化、線路避雷器の

設置、保護継電器システムの高速化などが有効であるが、落雷などの自然現象に対

する完全な対策は困難といわれている。
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(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

商用電源の瞬時電圧低下に対する需要家側の各種対策について述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(ク) 。

Ａ 常時インバータ給電方式のＵＰＳの導入により、瞬時電圧低下、ＵＰＳの入力側からのサ

ージ電圧及びノイズが発生した場合でも、安定した交流電力を負荷へ供給することができる。

Ｂ コンピュータやルータなどの情報通信機器の入力電源を直流電源対応とし、あわせて、蓄

電池を組み合わせた直流電源装置を導入することにより、瞬時電圧低下が発生した場合でも、

安定した直流電力を負荷へ供給することができる。

Ｃ 瞬時電圧低下の検出の高速化とインバータ給電への高速切替え機能を持たせた常時商用給

電方式のＵＰＳの導入により、瞬時電圧低下が発生した場合でも、安定した交流電力を負荷

へ供給することができる。

＜ ＞(ク)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

問２ 交流電源装置などに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＵＰＳの概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適し

たものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

ＵＰＳの技術的内容は、ＩＥＣ規格やＪＩＳ規格などで標準化されている。ＵＰＳの定義は、

ＪＩＳ Ｃ４４１１－３：２００４(無停電電源装置－第３部：性能及び試験要求事項)におい

て、交流入力電源の異常時に負荷電力の (ア) を確保できるようにした電源装置とされて

いる。

ＵＰＳの基本構成は、交流入力を直流電力に変換する整流器、この直流電力を定電圧定周波

数の安定した交流電力に (イ) するインバータ、交流入力が停止した時のバックアップ電

源として用いられる (ウ) などにより構成されている。

ＵＰＳの交流入力電源がＵＰＳの指定された許容範囲外になり、蓄電池が満充電状態から放

電を開始し、ＵＰＳが負荷機器に電力を連続給電できる時間は、一般に、 (エ) といわれ

る。

<(ア )～ (エ)の解答群>

① 太陽電池 ② 無瞬断切替時間 ③ 逆変換 ④ 発電機

⑤ 順変換 ⑥ エネルギー効率 ⑦ 停電補償時間 ⑧ 安全性

⑨ 一次電池 ⑩ 電磁妨害波対策 ⑪ 波形制御 ⑫ 連続性

⑬ 波形整形 ⑭ 停電確認時限 ⑮ エネルギー蓄積装置
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(２) 次の文章は、ＵＰＳの特徴などについて述べたものである。 内の(オ)～(ク)に適し

たものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。なお、記述内容は、ＪＩＳ

Ｃ４４１１－３：２００４を基にしている。 (３点×４＝１２点)

(ⅰ) バイパスなし単一ＵＰＳにおける常時インバータ給電方式について述べた次のＡ～Ｃの文章

は、 (オ) 。

Ａ 浮動充電方式単一ＵＰＳは、交流入力電源の停電から負荷機器を保護するだけでなく、交

流入力電源と比較して、電圧及び周波数の変動を小さくできる。

Ｂ 専用充電器付き単一ＵＰＳは、整流器とは別に、蓄電池を充電するための専用の充電器を

備えており、蓄電池からはブロッキングダイオードなどを介してインバータ出力との交流リ

ンクを設けている。

Ｃ 直流出力及び交流出力を持つ単一ＵＰＳは、交流無停電電源と同時に直流無停電電源が必

要な場合の複合システムであり、この複合システムの直流出力側にコンバータを用いない場

合、直流リンクの電圧は、直流出力に応じて選定される。

＜ ＞(オ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅱ) バイパスあり単一ＵＰＳの特徴について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ バイパスあり常時インバータ給電方式は、ＵＰＳ故障、突入電流や事故電流による負荷電

流の過渡変化などでインバータ給電が困難な場合、切換スイッチによりバイパスへ切り換え

ることができる。

Ｂ バイパスあり常時インバータ給電方式は、交流入力周波数と交流出力周波数が同一、交流

入力電圧と交流出力電圧が異なる場合はバイパスに変圧器が必要などの制約があるとされて

いる。

Ｃ バイパスありラインインタラクティブ方式は、ＵＰＳ機能ユニット故障の場合、負荷は、

常用電源又は蓄電池から、スイッチなどで構成される電力インタフェースを経由して供給さ

れるバイパスへ切り換えることができる。

＜ ＞(カ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(ⅲ) 複数のＵＰＳユニットで構成されるシステムの特徴やＵＰＳスイッチについて述べた次の文

章のうち、誤っているものは、 (キ) である。

＜ ＞(キ)の解答群

① 並列冗長ＵＰＳは、負荷電力を分担している複数のＵＰＳユニットから構成され、

負荷電力は、ＵＰＳユニット１台を切り離しても、残りのＵＰＳユニットによって

供給される。

② バイパスなし並列冗長ＵＰＳは、一般に、ＵＰＳユニット相互間の同期のための

回路は不要であるが、ＵＰＳユニット相互間の負荷分担のための回路が必要となる。

③ 待機冗長ＵＰＳは、常用ＵＰＳユニットの故障に備えて別のＵＰＳユニットを待

機させておくシステムであり、１台のＵＰＳユニットが故障した場合、負荷への給

電は待機ＵＰＳユニット側に切り換わり、故障したＵＰＳユニットは切り離される。

④ ＵＰＳスイッチには、ＵＰＳユニット又はバイパス出力を、負荷へ接続又は負荷

から切り離すために用いられるスイッチなどがある。

(ⅳ) バイパスなしラインインタラクティブ方式の動作について述べた次の文章のうち、正しいも

のは、 (ク) である。

＜ ＞(ク)の解答群

① 通常運転状態では、交流入力電源から電力インタフェースを経由して得られる交

流入力と双方向コンバータとの直列接続を介して負荷へ給電し、交流出力周波数は、

交流入力周波数に依存する。

② 双方向コンバータは、充電器及びインバータの両方の機能を持った半導体電力変

換装置で、可逆変換が可能な交直変換装置をいう。

③ 交流入力電源の電圧や周波数がＵＰＳの入力許容範囲を外れる場合は、交流入力

を双方向コンバータによって切り離し、電力インタフェース及び蓄電池は放電状態

に切り換わり、負荷へ給電する。

④ 交流入力電源がＵＰＳの入力許容範囲を外れ、ＵＰＳの入力許容範囲内に回復す

るまでの時間、バイパス運転状態で負荷に給電を継続できる。
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問３ 整流装置に関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、フロート充電方式による直流電源装置について述べたものである。 内

の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。(２点×４＝８点)

直流電源装置における整流器は、交流を直流に変換する整流機能、所要の電圧に変換する電

圧変換機能、変換された出力電圧を安定化する (ア) 機能を有する。また、直流電源装置

の附属設備である負荷電圧補償装置は、出力電圧を、通信装置の (イ) の範囲内に制御す

る機能を有する。

整流装置には、停電時に蓄電池から負荷である通信装置へ正常に電力を供給できることを確

認するための機能を持った装置が存在する。この機能は、整流装置の出力電圧を蓄電池の

(ウ) より低い電圧まで下げることにより、蓄電池を放電させ、通信装置への電力供給の

可否を判断して放電回路の正常性を確認する。

直流電源装置の装置状態をネットワークで監視・制御するためのインタフェースとして、

ＲＳ２３２Ｃ、ＲＳ４２２、イーサネットなどがある。ＲＳ４２２で採用されている伝送方式

は、 (エ) 方式であり、一つの信号経路に２本の専用線を用い、２線間の電圧の差を信号

として伝えている。この方式はノイズに強いという特徴がある。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 均等充電 ② デファレンシャル ③ 定電圧制御

④ 昇圧開始電圧 ⑤ シングルエンド ⑥ 垂 下

⑦ 入力電圧規格 ⑧ 放電時間率 ⑨ 高調波抑制

⑩ 帰還電圧 ⑪ 開放電圧 ⑫ パラレル通信

⑬ 定格容量 ⑭ 電圧降下 ⑮ 平滑回路

(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＤＣ－ＤＣコンバータ回路について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) であ

る。

＜ ＞(オ)の解答群

① スイッチング素子により、直流電圧をいったん交流電圧に変換し、ダイオードを

用いて絶縁及び降圧又は昇圧を行い、再び電圧値が異なった直流電圧とする直流電

圧変換回路は、絶縁形ＤＣ－ＤＣコンバータといわれる。

② ＤＣ－ＤＣコンバータで使用されるＰＷＭ制御は、スイッチング素子のオン時間

を固定し、入力に応じて繰り返し周波数を変化させる制御方式である。

③ ＤＣ－ＤＣコンバータの回路構成には各種の方式があり、主な方式として、フォ

ワードコンバータ、フライバックコンバータ、プッシュプルコンバータなどが挙げ

られる。

④ ＤＣ－ＤＣコンバータの一つであるプッシュプルコンバータは、同位相で動作す

る二つのスイッチング素子を有している。また、変圧器の二次側では周波数が一次

側周波数の２倍となるため、リアクトルを小形化できる。
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(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電圧共振形コンバータ及びＺＶＳ－ＰＷＭコンバータの特徴について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (カ) である。

＜ ＞(カ)の解答群

① 電圧共振形コンバータにおけるゼロ電圧スイッチングでは、スイッチング時に電

流と重なる電圧が大きくなるため、電流と電圧との重なりによるスイッチング損失

が低減できない。

② 電圧共振形コンバータでは、スイッチング素子がオフ時の電圧パルスの時間幅は

共振回路により決められ、パルス幅制御するためにはオフ時間を固定してオン時間

を変える必要がある。

③ ＺＶＳ－ＰＷＭコンバータは、電圧共振形コンバータが持つゼロ電圧スイッチン

グの特徴をＰＷＭコンバータに取り入れたもので、高周波化に有効である。

④ スイッチスナバを用いたＺＶＳ－ＰＷＭコンバータは、スイッチングサージが除

去されること、スイッチにかかわる電圧波形が、ほぼく形波であることにより、
．

ＰＷＭ制御が適応できる。

(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ブースタ方式について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ ブースタコンバータは、数ボルトの昇圧電圧を発生させ、それを入力電圧に重畳させるこ

とにより給電系の電圧を一定範囲内に補償するもので、出力電圧精度が高く、瞬時の電圧変

動に対しても安定した電力を供給できる。

Ｂ 整流装置の出力停止などによる蓄電池の放電時には、ブースタコンバータの昇圧機能によ

り、蓄電池を昇圧開始電圧まで利用し、蓄電池の利用率を高めることができる。

Ｃ 商用電源を正常に受電している定常時においては、ブースタコンバータを動作させると給

電効率を低下させるため、ブースタコンバータを動作させないで、バイパスダイオードを介

して給電する。

＜ ＞(キ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

垂下機能を有するフロート充電方式の整流装置について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ 整流装置の出力電流が定格値以上になった場合に、整流装置の出力電圧を低下させるよう

な電圧特性を有する機能は、垂下機能といわれる。

Ｂ 垂下機能を有する整流装置で蓄電池を充電すると、充電初期では、整流装置の出力電圧は

蓄電池電圧まで垂下し、出力電流は定格電流より少ない値となる。

Ｃ 垂下機能を有する整流装置で蓄電池を充電すると、充電初期には定電流充電を、充電後期

には定電圧充電を行っていることになる。

＜ ＞(ク)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

問４ 予備発電装置に関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ガスタービンの構成及び構造について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同

じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

一般的に使用される開放サイクル方式のガスタービンの主要構成要素である (ア) は、

燃料の燃焼や機関内部の冷却に必要な空気を、効率よく連続的に (イ) に供給する役割を

持っており、駆動源には、タービン出力の一部が使用される。

(イ) には、筒形と環状形があり、筒形のものは、構造が簡単で分解が容易なため、保

守・点検が行いやすいが、ガスタービンのサイズが大きくなる。一方、環状形のものは、小形

で圧力損失が少なく、効率の高いガスタービンを得ることができる。

タービンには、燃料の流量の少ない小形、小出力のガスタービンに用いられる (ウ) と、

主に、中形、大形のガスタービンに用いられる (エ) とがある。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① 自由通風形 ② シリンダ ③ 燃料噴射弁 ④ 遠心式

⑤ 燃焼器 ⑥ 始動装置 ⑦ 両側管通風形 ⑧ 熱交換器

⑨ 圧縮機 ⑩ 円筒形 ⑪ 軸流式 ⑫ ピストン

⑬ 突極形 ⑭ 半径流式 ⑮ 冷却器 ⑯ 往復式
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(２) 次の文章は、ガスタービンの特徴などについて述べたものである。 内の(オ)～(ク)

に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×４＝１２点)

(ⅰ) ガスタービンの燃料消費量、潤滑油消費量について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ ガスタービンの出力当たりの燃料消費量は、ディーゼル機関の約半分で効率が高い。

Ｂ ガスタービンに使用できる燃料には、灯油、軽油、Ａ重油などがある。

Ｃ ガスタービンは高温高速運転するため、潤滑油消費量がディーゼル機関に比較して多く、

長時間運転の場合は、補給などの配慮が必要である。

＜ ＞(オ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅱ) ガスタービンの動作原理などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ)

である。

＜ ＞(カ)の解答群

① ディーゼル機関の吸気、圧縮、燃焼、排気の各行程を、ガスタービンではそれぞ

れ独立した機器で行っている。

② ガスタービンの始動方式として、空気始動方式、電気始動方式、油圧始動方式な

どがある。

③ 燃料供給装置にある燃料制御弁の主な機能は、始動時における燃料の制御と、始

動完了後の定速運転時の燃料の制御である。

④ ガスタービンの一般的な燃焼方式には、燃焼器へ連続的に圧縮された天然ガスな

どの気体を送り、そこへ石油系の液体燃料を噴射する等積燃焼方式が採用されてい

る。

(ⅲ) ガスタービンの特徴について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ) である。

＜ ＞(キ)の解答群

① ガスタービンの冷却方式は、一般に、水冷式である。

② ディーゼル機関と比較して、燃焼が連続的で、燃焼による爆発音はないが、騒

音は回転音が主でありその周波数が高いので、騒音対策が大規模となる。

③ ガスタービンは、出力を直接回転機構で取り出すため、ディーゼル機関のよう

に、往復運動を回転運動に換える機構を必要としない。

④ 大気温度の変化による出力への影響が大きく、吸気温度が高くなるほど、出力

が増加する。
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(ⅳ) ガスタービンとディーゼル機関の比較について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ ディーゼル機関の軽負荷運転では、燃料の完全燃焼が得られにくいなどの理由で燃焼器内

又は過給機にカーボンが付着するが、ガスタービンの軽負荷運転では、カーボンの付着に関

する問題はない。

Ｂ ガスタービンを運転するための空気量は、ディーゼル機関と比較して少ない。

Ｃ ガスタービンは構造が複雑で、ディーゼル機関と比較して部品点数が多いので、短い周期

での点検、整備が必要である。

＜ ＞(ク)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

問５ 通信用電源設備における設備設計などに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、接地の概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適した

ものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

接地を目的別に分類すると、一般に、電力設備にかかわる４種類の接地、通信設備にかかわ

る通信用接地などがある。

電力設備にかかわる接地は｢電気設備の技術基準の解釈について｣によると、用途別に接地工

事の種別及び接地抵抗最大値が決められている。この中で、 (ア) 用機械器具の鉄台や金

属製外箱、鉄心の接地は、Ｃ種接地工事を施すとされている。また、Ｃ種接地工事は、特別な

場合を除いて、接地抵抗１０ Ω 以下、引張り強さ (イ) kＮ 以上の金属線を使用する   

ことなどが規定されている。

通信設備にかかわる通信用接地の目的は、通信装置の (ウ) の確保、静電気・雑音の防

止などである。また、加入者保安器の接地の目的は、 (エ) から宅内通信装置に侵入して

くる雷サージなどを、保安器を介して大地に放流するためのものである。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① ０.３９ ② １.００ ③ １.０４ ④ ２.４６

⑤ Ａ種接地 ⑥ 避雷針 ⑦ Ｂ種接地 ⑧ 商用電源線

⑨ 建物本体 ⑩ Ｄ種接地 ⑪ 基準電位 ⑫ メタリック通信線

⑬ ３００ Ｖ を超える低圧 ⑭ ３,３００ Ｖ 以上の高圧   

⑮ ５００ Ｖ を超える低圧 ⑯ ３,３００ Ｖ を超える高圧   
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(２) 図は、整流装置から通信装置までの配線系統を示したものであり、下記の(ⅰ)～(ⅲ)の文章は、

次に示す条件に基づき、直流回路の配線設計について述べたものである。図中及び文章の

内の(オ)～(キ)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。

ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (３点×３＝９点)

区間１ 区間２

   Ｖ ＝０.２ Ｖ Ｖ ＝ (オ) Ｖ１ ２

整流装置 通信装置

負荷Ａ

負荷Ｂ

(凡 例)

 Ｖ ：区間１の許容電圧降下 Ｖ１

 蓄電池 Ｖ ：区間２の許容電圧降下 Ｖ２

(条 件)

 ⓐ 整流装置の定格電圧 ：ＤＣ－４８ Ｖ

 ⓑ 整流装置の効率 ：９０ ％

ⓒ 整流装置の力率 ：１

 ⓓ 通信装置の負荷Ａの入力許容電圧 ：ＤＣ－４８.００±５.００ Ｖ

 ⓔ 通信装置の負荷Ｂの入力許容電圧 ：ＤＣ－４８.００±７.００ Ｖ

ⓕ 通信装置の負荷Ａの電流 ：２００ Ａ (ＤＣ－４８ Ｖ 時)   

ⓖ 通信装置の負荷Ｂの電流 ：１００ Ａ (ＤＣ－４８ Ｖ 時)   

 ⓗ 蓄電池の直列個数 ：２４ 個

 ⓘ 蓄電池の最低使用電圧 ：１.８４ Ｖ／個

 ⓙ 蓄電池の浮動充電電圧 ：２.２ Ｖ／個

ⓚ 負荷Ａ及び負荷Ｂは定電力特性を有する負荷とする。

ⓛ 装置内及び配線用ケーブルとの接続点などの電圧降下は無視できるものとする。

ⓜ 配線用ケーブルにおける電力損失は無視できるものとする。

(ⅰ) 図中の区間２の配線用ケーブルの算出に用いる許容電圧降下の値は、 (オ) Ｖ である。 

<(オ)の解答群>

① １.１６ ② １.８４ ③ ２.０４ ④ ３.１６ ⑤ ３.８４

(ⅱ) 図中の区間２の配線用ケーブルの最大通過電流の値は、約 (カ) Ａ である。 

<(カ)の解答群>

① ２７２ ② ３００ ③ ３３５ ④ ３４０ ⑤ ３５１
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(ⅲ) 図中の区間１における通常時の通過電流値を２８０ Ａ としたとき、通常状態において、通 

 信装置などへの電力供給に必要となる、整流装置の交流入力有効電力は、約 (キ) kＷ

である。

<(キ)の解答群>

① １３.４ ② １４.８ ③ １５.９ ④ １６.４ ⑤ １７.１

(３) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

Ｄ種接地工事の要旨について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。なお、記述内容は、

｢電気設備の技術基準の解釈について｣を基にしている。

Ａ Ｄ種接地工事の接地線は、一般に、容易に腐食し難い金属線であって、故障の際に流れる

電流を安全に通ずることができるものを使用することと規定されており、その接地線の種類

としては、半径０.５ ｍｍ 以上の金属線とされている。 

Ｂ 移動して使用する電気機械器具の金属製外箱などにＤ種接地工事を施す場合の接地線は、

多心コード又は多心キャブタイヤケーブルの１心の場合と、１心以外の可とう性を有する軟

銅より線の場合に分けて、最低限必要となる接地線の断面積が規定されている。

Ｃ Ｄ種接地工事の接地抵抗値は、低圧電路において当該電路に地絡を生じた場合に１秒以内

に自動的に電路を遮断する装置を施設するときは、５００ Ω 以下とされている。 

＜ ＞(ク)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない


